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人材交流プロジェクトの目的

� 2007年からの継続プロジェクト

� 大学情報部門の共通課題

人材育成をいかに効率的に行うか

� 解決のための一助としての人材交流

情報技術や情報部門運用に関する知識・スキルの共
有化の促進

将来的には、企業との人材交流も視野に入れた、各
大学共通の教育プログラムの作成を目標とする
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2008年実施プログラム

� 人材交流プログラム（３回）
� 各大学が受入校となり、大学情報サミット参加
大学の職員を一定期間受け入れる。

� 各大学が参加しやすいプログラムを意識する
� 固定メンバーの研修と自由参加枠を用意する

� グループディスカッションをとりいれる。

� 第1回2008年７月実施（受入大学：早稲田大学）

� 第2回2008年９月実施（受入大学：慶應義塾大学）

� 第3回2008年10月実施（受入大学：明治大学）
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第１回 早稲田大学受入 2008/7/7～2008/7/11

※色付き部分は自由参加が認められたプログラム
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第２回 慶應義塾大学受入 2008/9/16～2008/9/19

※色付き部分は自由参加が認められたプログラム
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第3回 明治大学受入 2008/10/14～2008/10/17

※色付き部分は自由参加が認められたプログラム
※明治大学では、すべての枠を自由参加にしたこともあり、参加者が多かった。

6



参加状況

固定メンバー
自由枠参加 合計

全日参加 一部参加

第１回 １ ３ ４ ８

第２回 １ ２ ３ ６

第３回 １ １ １０ １２

合計 3 6 17 ２６
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ディスカッションの実施ディスカッションの実施

� 受入大学の紹介だけでなく、グループディスカッ
ションを行い、各大学の事情や問題点を出し合
い、現場職員の「生の声」を共有した。

� 「情報」という枠にとらわれず、大学職員として今
後の大学の動向をふまえた議論となり、参加者
からも「有意義であった」との声が多く聞かれた。
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利用者支援窓口

各大学の事情の紹介と意見交換を実施

☑各大学ごとに特徴があると同時に、キャンパス間でのサービス
の違いなどについては共通の課題として認識される。

☑２４時間365日のサポートが実現できている大学もあるが、人
的・質的向上など、今後もユーザー支援体制の重要性を鑑みると、
まだ課題が多くあるだろう。
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授業支援ポータル

各大学の事情の紹介と意見交換を実施

☑各大学とも同じようなシステムを提供しており、課題点も比較的
共通しているが、それぞれ特徴のある機能もあり、各大学での機
能拡張における参考にできた。

☑今後、大学間での単位互換による連携が進んでいくことを考え
ると、「６大学共通ポータル」のようなものを検討しても面白いかもし
れない。
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情報基盤サービスについて

以下のキーワードにてディスカッションを実施
・ログインアカウント ・ゲストアカウント ・メールアカウント

・メールサーバーの管理 ・メールの管理 ・卒業生へのメールサービス

・Google、Yahooの無料サービス ・ホスティングサービス

⇒「大学」という多くの人が出入りする組織ならではの事情に悩む。
☑IDやメールアカウントを発行するのには、人の管理が必須！

⇒様々なタイプの職種・学生パターンにどこまで対応できるかが課題。

☑少子化が進む中、大学業界では卒業生の校友活動は今後さらに重要視
される（卒業生の子供の入学啓発・生涯学習講座などの促進のため）

⇒しかし、卒業生数は年々増えてゆくが、対応しきれるのか。

また実際、大学の卒業生への期待と卒業生自身のニーズとはどのくらい

マッチしているのか。（大学だけの独り歩きになっていないか。）
11



情報系職員の育成方法

以下のキーワードにてディスカッションを実施
・各大学の事情の紹介 ・採用方針 ・情報系職員のキャリアパス
・委託と専任の切り分け ・新入職員へのリテラシー浸透策について

☑今後、「情報技術」の高度化が進む中、一般の職員だけで対応していくこ
とが難しくなりつつある。
⇒専門職（SE）の採用や委託・外注も促進すべき。
⇒企画・管理（職員）と技術（専門）との切り分けが必要。

☑「情報」分野で働く職員には専門知識が求められるが、大学の採用方針・
研修体系とマッチしていないのが現状。
⇒今後のジョブキャリアローテーションを円滑に行うためにも、
現在情報系職員でない職員に対してもある程度の教育・養成が必要。
⇒専門職採用を実施してプロを育成。
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アンケート回答結果

� 交流プログラムの実施期間＝４～５日

� １日のコマ数＝１日３～４コマが適切

� 適正人数＝５名（１校１名）

� 公開プログラムの時間＝2.5～３時間

� 自由意見では、「役に立った」という意見が多かった

� ＬＭＳ、e-learning、経営情報システムなどについて情報
交換をさらに進めたいという意見が見られた。

� ユーザー部門の方の参加を呼び掛けてもよいのではな
いかという意見も見られた。
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まとめー今後にむけて

� 1週間その大学に通い、その大学の環境を肌で
感じることには意義があると思われる。

� テーマ別のグループディスカッションを実施した
が、いろいろな問題提起があり、交流プロジェクト
でとりあげたテーマを、今後、サミットのプロジェ
クトのひとつとして取り上げてもらい、さらに掘り
下げた課題解決につなげていければよいのでは
ないか。

� ユーザー部門にも広く門戸を開放し、大学全体
の情報環境の発展に寄与する機会にしていける
とよいのではないか。
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